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加温区では温度維持（苗生育のための最低温度確保）

の効果が期待できる。

5　苗生育について

結果は第4表，第5図に示す。

第4麦　笛　の　生　育

4月盟 日 5 月 4 日 5 月 9 日

革 草 菓 革
稟 ‾‾

革

丈 丈 数 丈 数 丈

5．1 8 ．4 1．0 1 0．6 1．7 1 5 ．8

8．7 父 5 1．8 1 1．8 2 ．1 1 5 ．5

R d 1 2 ．4 2 ．0 1 5．8 2 ．4 1 6 ．1

1 1．9 1 4 ．2 2 ．5 1 8．9 5．5 1 8 ．4

区

葉　数
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第5図　生育の推移（無加温虚との差）

これは加温区別に，播種後25日間における草丈と

茎数について生育調査し検討したものである。

この結果，生育初期ほど加温の効果が現れて，無加

温区との差が大きくなっている。

その後，外気の平均気温が高くなるにつれて，加温

による差は小さくなっていく傾向が見られ，その度合

は加温度合に比例的である。とくに葉数は100W／扉

加温区の効果が大きく，dOW／材加温区と58W／ヂ加

温区との差は，0．5菓以内となっている。

これは，1DOW〟加温区の場合は苗の生育に横短

的に大きく作用したためであり，dOW〟加温区と50

W／†ガ加温区は生育障害（最低温度）の排除的役割が

強く，生育を助長する効果は，さほどではなかったも

のと考えられる。

これらのことから，育苗期間を短縮するための加温

としては，100V．／／iぱ加温区が効果的であり，苗の生

育障害防止策としては60嘲加温区程度が適当と思

われ，50W〟加温区では発熱の絶対量が少なすぎて，

前者のよう．な効果は望めないが，生育障害の排除的な

役割は期待できる。

以上，第1報および第2報では土付中苗の平床ビニ

ールトンネル内の，電熱加温による温度環境と蒸発敬

呈および加温による保温効果と百の生育効果との関係

について述べたが，さらに今後の課題として，床内湿

度，土壌水分と百生育（板部の生育を含む）との関係

について，また，計画育苗段階における，最低必要加

温熱量（生育を助長するための地温プラス必要熱量）

の確保技術について検討を加えたい。

県北地域における良質多収品種の栽培法

水野　賓蔵・佐々木昭太郎・鎌田金英治

（秋田県農試大館分場）

1　ま　え　が　さ

秋田県の県北地方では，トヨニシキの出現以前は，

ヨネシロが作付面積の大部分を占め，レイメイがこれ

に次いで多く，奨励品種の中では，早生種の比率が圧

倒的であった。その後，良質米の開発によって，昭和

44年トヨこシ辛が，次いで，キョニシキ，サチニシ

キが奨励品種に採り入れられ，作付面積は急増してい

る。これらの良質品種は，中一中晩生垣であることか

ら，県北地方では安全作孝の点でも懸念されるところ

であり，また，ヨネシロ，レイメイとは草型や施肥反

応などで相異点があり，これらを十分解明しないまま

導入された結果，初作目の農家では，いずれの品種で

も混乱を生じている。これら良質品垣の適切な栽培法

確立のため，分場では，昭和44年から，逐次，栽楯

密度や施肥法に対する解析を行い，昭和48年までに

得られた結果を報告する。

2　就　農　方　法

1　各品種，各要田すべての組合せ。

2　供試肥料　燐加苦土安121号，硫安，過石，塩加0

5　P205，E20は基肥として各14毎，20毎／1080
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第1表　試験設計

年　 度 品　　　　　　 種 栽 植 密 度 株／諺 窒 素 施 用 量 N日動／10 a

4　4
1） ヨ　 ネ シ　 P 1） 2 1．7

基　 一中 間 一首 分 一減 分

1）　 8　 －　 2　 －　 5　 －　 5

2） レ　 イ　 メ　イ 2） 2 4．2 2）　 8　 －　 0　 －　 5　 －　 5

5） トヨニ シキ 5） 2 7 2 さ） 10　－　 0　 －　 2　－　 2

4　5

1） ヨ　 ネ　シ　 P 1） 2 1，7

基 幼 形 一減 分

1）　 8 1 ） 0　 －　 0

2） レ イ メ イ

5） キ ヨこ シキ

4） トヨニ シキ

2） 2 ス2 2） 1 0 2 ） 0 － 2

5 ） 2 － 2

4 （～
1） ヨ　 ネ　 シ　P 1） 2 1．7

基 幼　　 形 減　　 分

1）　 8 1） 0 1） 0

2） キ ヨニ シキ

5） トヨ ニシキ

2） 2 ス2 2）1 0 2）　 2 2）　 2

4　堆肥2t，珪カル120枚熔解90吻／1Daは共通。

5　百代様式　畑百代。

d　播種および移植の時期

昭和44年　昭和45年　昭和46年

播種　　4月11日　4月11日　4月15日

移植　　5月22日　5月22日　5月20日

5　試　験　結　果

ある。

穂数，粒数確保は，ヨネシロ，レイメイよりも容易

である。密穂や多肥で粒数は増加しやすいが，収量は，

24．2株〟，および窒素基肥量8吻／108（ヨネシロ

と同等，レイメイの2廃滅）が優れた。検査等級は1

等級上であり，密椿は品質向上の要因とみられ，収量

が上がっても品質の変動が少ない。秋季早冷でも登熱

1トヨこシキ　昭和44年の概要は次のとおりで　　性が艮かった。

第2表　昭和45年度調査成績（栽植密度・基肥はd区平均，追肥は4区平均）

品

種
要　　　　　 田 水　 準

最 高

茎 数
穂 数

有効 茎

歩 合
程 長 倒　 伏 穂 長

一 兎 ■

粒 数
全粒 数

登 熟

歩 合
玄 米 重

玄 米

千 粒 重

検 査

等 級

キ
栽　 植　 密 度

標

〟 〟 ％ C刀

2．5

躇

8 5

×1q裾 ％ 煽／ a チ

5 下8 5 d 4 8 8 7 4 8 6 1 8．8 4 ．1 5 7 6 7 5．2 2 2．4

ヨ 密 7 2 4 5 5 5 7 7 8 8 2．0 1 8．4 8 0 4 ．4 6 7 5 7 7 5 2 1．9 4 中

基　　　　　 肥
8 8 0 5 4 8 1 8 0 8 2 1．0 1 8．6 8 1 5．9 4 8 1 7 7 0 2 2 ．5 5 下

シ
10 7 7 5 5 8 5 7 2 8 9 5．5 1 8 ．8 8 5 4 ．8 7 6 9 7 5．7 2 2 ．0 4 中

追　　 肥

（幼 形 一減 分 ）

0 － 0 5 1 9 7 4 8 4 2．0 1 8．0 8 5 4 ．5 4 7 8 7 5．9 2 2．1 5 下

キ 0 － 2 5 2 5 7 4 8 7 2．5 1 8 ．6 7 8 4．0 9 7 0 7 5．8 2 2．5 4 上

2 － 2 5 2 2 7 9 8 8 2．0 1 R S 8 7 4．4 9 7 5 7 R 5 2 1．8 4 上

ト

ヨ

栽　 植　 密 度
標 6 1 8 4 5 7 7 4 8 2 1．0 1 9 1 7 5 5．4 5 8 4 7 1．1 2 2．5 5 中

密 7 7 8 5 8 1 7 2 8 7 2．8 1 9 5 7 8 4．5 7 7 7 7 4．0 2 2．1 5 下

基　　　　 肥
8 d l O 4 7 0 7 7 8 5 1．8 1 貸5 8 0 5．7 7 8 4 7 4．8 2 2．1 5 中

シ

1 0 7 9 5 5 4 9 6 9 8 6 2 ．0 1 8．9 7 5 4．0 4 7 7 7 0．4 2 2．5 5 下

追　　 肥

（地 形 一減 分 ）

0 － 0 4 8 4 7 2 8 0 1．5 1 8．8 7 2 5．5 4 8 6 8 8．8 2 2．5 5 中

キ 0 － 2 5 0 0 7 0 8 5 1．8 1 鼠5 7 8 5．9 0 8 0 7 6．4 2 2．d 5 下

2 － 2 5 6 4 7 6 8 8 2 ．8 1 貸5 8 0 4．4 9 7 7 7 2 ．8 2 1，7 5 下

レ

イ

メ

栽　 植　 密　 度
標 4 6 5 5 8 8 8 4 7 5 0 1 鼠5 9 0 5．5 0 7 8 8 8 ．8 2 2．1 4 中

密 4 9 0 4 0 1 8 2 7 5 D 1 鼠 1 9 0 5．6 5 7 5 d R 5 2 1．7 4 下

基　　　　 肥
8 4 2 7 5 6 8 8 6 7 1 0 1 買2 8 4 5，1 （〕 7 9 8 6．9 2 1．9 4 中

10 5 2 5 4 2 5 8 1 7 d 0 1 R 5 9 8 4．0 5 7 5 7 1．1 2 1．8 4 下

追　　 肥

（幼 形 一 派 分 ）

0 － 0 5 7 5 8 1 7 1 0 1 鼠2 8 7 5．2 5 7 9 d d．6 2 1．7 4 下

イ 0 － 2 5 7 1 8 2 7 2 0 1 8．9 8 9 5．5 2 8 0 8 8．9 2 1．8 4 中

2 － 2 4 4 0 8 8 7 6 0 1 父 7 9 4 4．1 8 7 0 7 5．6 2 2．0 4 下

注．倒伏虔　　0

起≧三
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第 5 表　 昭和 4 8 年度調査成績 （8 区平均 ）

抑 要　 田 水 最 高ロ 穂 数

〟

4 8 9

有効莞 辞　 長 倒　 伏 穂　 長
一 穂

枚 数
全粒数
豊 熟

歩 合
玄米重 玄 米

千粒垂

検 査

等 級
種

サ

チ

シ

キ

キ

ヨ

シ

キ

鹿

準

標

密

8

茎 数

〟

8 5 2

歩 口

％

7 8

Cl陀

9 1 2．5

C茄

1鼠8

1 9

7 4

7 1

×1ロケ材

5．6 1

5 8 5

％

8 4

8 5

煽／8

8 5．1

8 1．8

夢

2 1．8

2 1．8

5 上

4 上

栽椿密　肥 7 0 4

6 5 0

…喜…l

4 9 1

5 9

7 5

7 8

9 0

8 8

5．0

1．9

8．

1鼠5

4

7 5

7 2

5．4 8

5 7 9

8 4

8 5

8 5．5

8 1．5

2 2．0

2 1．4

5 下

5

基

幼形追肥t

減分追肥 l

10

0

7 0 8 7 5

7 5

7 8

9 2

8 8

9 2

5．4

2．8

2 d

1 鼠

1鼠1

1見る

7 2

7 4

乙5 5

5．7 1

8 8

8 1

8 2．5

8 2．8

2 1．7

2 1．7

5 下

5

… l

標

密

8

10

0

5 1 2

4 8 9

7 d

7 5

9 0

9 0

2．5

5．0

1免2

1鼠5

7 1

7 5

5．8 5

5．8 5

8 2

8 5

8 2．5

8 2．5

2 1．5

2 1．9

5 下

5 上
8 8．9

d R 4

2 2．5

2 2．5

5 中

5 上栽椎密度

基 肥

…；…l

5 9 1

8 8 8

4 2 9 7 5 8 5

5

1，1

1 5

1 8．8

1 8 5

9 1

8 9

五8 9

4 1 9

8 8

8 7
4 7 2

4 2 0

4 8 1

6 9

7 1

7 5

8

8 5

8 7

8 4

0．9

1．5

1．0

1 8．8

1 8．5

1 ㍍

1 3 …

5．7 1

4．5 7

9 5

9 0

8 5

8 9

るユ7

d 8．5

2 2．5

2 2．2

5 上

5 串

8 8．8

8 ス7

2 2．5

2 2．2

5 上

5 串幼形追肥

減分追肥

植密度

0 4 4 2 7 5 1 8．6 5，

4 1 2
8 4

2

0

4 5 9

4 4 9

4 5 1

4 7 9

7 1

7 2

8 8

8 5
1．4

0．9

1 8．7

1 8．8

7

8 7

9 5

4．0 2

4 0 8

8 7

8 8

d d．d

d R 7

2 2．1

2 2．5

5 上

5

ト

ヨ

シ

キ

2

l鷲

10

8 5 4

7 2

7 6
8 5

9 1

1．5

1．5

D

18．

1 R 5

1 9 5

8 8

79

4．0 8

5 8 2

7 9

8 5

8 5．d

d Z 5

2 1．9

2 2．1

4 上

5 中

栽

基 肥

7 1 9

8 4 5

7 （〕9

4 8 5

4 5（5

5 0 8

6 8

7 2

7 2

8 9

8 7

9 2

1．

0．8

1．5

1貸5

1 R 4

8 6

7 9

5．8 7

4．0 1

9 5

8 1

8 1

8 2

6 5．0

8 7 9

6 8 4

2 2．2

2 1．8

2 2 0

5 下

さ下

5 中

幼形追肥

減分追肥

0 4 7 1 7 5 8 9 0．9

4

1鼠2

1 9 7

8 4

8 1

5．

5 9 4
8 1 6 6．5 2 2．0 5 下

2

0

2

4 9 1 8 9

4 7 8　 7 5

4 8 6　 7 2

9 1

8 8

9 1

1．

0．9

1．4

1鼠5

1 R d

8 5

8 2

5．9 5

5．9 tS

8 0

8 2

8 5．1

8 ス8

2 1．9

2 2．0

5 下

5 中

昭和45，48年の結果は第2表，第5表のとおりで

ぁる。45年は高温年，48年は低温年として考察を

加えたい0

密椿は茎数増をもたらすが，高温年は穂数・拉致を

増して，豊熟歩合低下してもやや増収，低温年は有効

茎歩合を減じて拉致増にならないが・むしろ登熟を高

めて増収の傾向がみられた0多基肥は茎数増がそのま

ま粒数増となり，高温年は豊熟不良で減収・低温年は

むしろ増収の條向にあったが，倒伏の要田となり・幼

穂形成期追肥を加えた場合，品質低下を招く0すなわ

ち，粒数増を期待した密梅と多基肥とでは，後者が不

安定要困であり，両者とも，粒数が4万／材を超える

と，高温年でも品質低下の方向となる。

幼稚形成期追肥は，高温年は有効茎歩合を高めて粒

数を増すが増収度小さく，低温年は生育遅延と重なっ

て，拉致増，増収にならず，倒伏を招き，品質を下げ

減数分裂期追肥は，粒重を増して増収するが，基肥

量中庸または幼穂形成期追肥なしの場合に効果が大き

以上から，トヨニシキは，密植が収量，晶質向上の

方向であり，本試験では2ヱ2枚／扉であるが・他試験

の収量水準から，24．2株〟以上は必要と考えられ・

一般的には，

密植＋標基肥（ヨネシロ並み）＋幼穂形成期

追肥なし＋減数分裂期追肥

の組合せが安全と考えられる。密梅で粒数を著しく増

した場合（昭和45年）でも，幼穂形成期追肥なしで一

品質低下を防いだことからも，上記組合せが良いと考

えられる。

2　キヨニシキトヨニシキよりも出穂が早い点の

外に，着粒の様相や倒伏性に差がみられ・これらは栽

培条件による変動が大きい。トヨニシキに比べて，密

椿や多基肥とくに後者によって粒数が変勤しやすい0

また，粒数増による豊熟歩合の低下や品質劣化の度合

が，密椿で小さく，多基肥で大きいことはトヨニシキ

と同じであるが，低下要因を含む場合の影響は大きい。

幼穂形成期追肥は，高温年には粒数増がそのまま増

収となり，密梅で倒伏を伴わぬ場合は800ん〆10aを

超えたが，品質の低下は免れない0低温年は効果がみ

られなかった0

減数分裂期追肥の効果はトヨニシキと同じである。

以上から，栽培法はトヨニシキとほぼ同様とみてよ

い。しかし，収量や品質の年次や栽培条件による変動

が大きいことを考慮して，追肥施用の有無を決定する。

5　サチニシキ　昭和48年のみの結果であるが・

前記2品種とは草姿や栽培条件に対する反応が異なれ

最終的に草丈はトヨニシキ並みであるが，分けつ卵
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が速く，植数が多い0－穂拉致が少なく，総粒数がや

や少ない○菓身が長く，倒伏しやすい○

密植条件は，極端な茎数増になり，無効茎多く，一

舘粒減で，総粒数，収量は増加せず，むしろ，品質を

著しく下げた。

多基肥は拉致を増すと同時に，著しく倒伏して減収

したが，品質への影響は密梅よりも小さかった○

0．5

乾　0．4

笠0．3
ヲ0・2
m20．1

サチニシキ　　キヨニシキ　　トヨニシキ
′・一・一一一人一一一r l　　◆　　・　′一一一一′　　　一

言1「／／／／
／う／5■→一一●ノー／
6／21

●一一　←→　ト一・十　●一一，

8
1
0
盲
肥

讐
密
度

810
）
基
肥

聖
篭

誓
基
肥

∵
1

弟1図　乾物重と窒素含有率の推移（昭．44）

幼穂形成期追肥は，他2品種と異なって，豊熟歩合

を高め，増収した。第1図に示したように，出穂期が

同じキヨニシキに比べて，初期生育量が大きいため，

窒素の吸収が速く行われ，土壌中の窒素の消失を早め

て，幼穂形成期追肥の効果の現れやすい条件を生じた

ものとみられる。減数分裂期追肥は豊熟良化の方向に

働いているが，さらに検討を要する。

以上から，サチニシキについては，

標植＋標基肥＋幼穂形成期追肥＋減数分裂期追肥

なし

の組合せが良いとみられるが，確実に倒伏を回避し得

る基肥量の設定が要点である。

トヨニシキとキヨニシキは，穂軌粒数確保のため，

多基肥によるよりは密穂の方向が有利であり，これは，

有効茎決定の遅速に起因するものと考えられ，品質を

整えるためにも有効に働くものであろう。また，以上

の条件で，穂数，粒数確保が可能になった場合，最高

分けつ期と幼穂形成期と接近している県北地方では，

幼穂形成期追肥の効果のない年が多いと考えられ，無

施用の場合の減数分裂期追肥の効果が大きく現れるも

のであろう。これに対して，サチエシキでは，初期生

育，分けつが旺盛である特性を考え，標梅，少基肥で

出発し，幼穂形成期追肥の効果を期待するのが良く，

これは，倒伏の回避にもつながると考えられる。

4　要　　　　　　　約

秋田県県北地方の良質米5品種の栽培法について検

討した。

トヨニシキ，キヨニシキは，密植（別．2株／すげ以上）が

収量，品質の安定条件である。基肥量はヨネシロ並み

で良い。幼穂形成期追肥は，晩生毯程，または，生育

遅延の年程，効果が少ない。減数分裂期追肥の効果は

おおむね鹿著である。

サチエシキは，必ずしも密梅を必要としない。基肥

量は前期2品瞳よりも減じて，倒伏を回避し，初期生

育量が大きい特性に応じて，幼穂形成期追肥の効果が

期待できる。減数分裂勘追肥については，なお検討を

要する。

水稲品種の選抜目標と新品種

斎藤　正一・山口　邦夫・須藤　孝久
（秋田県農試）

1　ま　え　が　き

米の生産を取り巻く情勢は，量から質への転換が強

く迫られており，また一方では技術の省力化をねらう

機械化栽培がますます迫られてきている。

これに対応して進められている品種選抜の目標も，

良質と多収性の両立を前提としながら省力技術への適

応性に重点が置かれるようになってきた。

秋田県ではこれらの目標を具体的に設定して選抜に

努めてきた結果，最近選定したトヨニシキ，キヨニシ

キ，サチニシキは品質改善への期待は大きい○

ここでは，さらにその広域適応を期するため，諸条

件に対する特性，とくに良質多収のための収量構成に

ついて検討を試みた。


